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報告　ポ リカ ル ボ ン 酸系高性能減水剤を用 い た 遠 心 力成形 コ ン ク リ
ー

ト

　　　　の 性状

澤田誠一＋ 1 ・西 村　正
＊2 ・渡辺　清 de3

要 旨 ； ポ リカ ル ボ ン 酸系高性能減水剤 は，高流動や振動締固 め コ ン ク リ
ー

トなど各種 の コ ン ク リ

ー トに 使用 され ，そ の 有用性や性 能に 関す る報 告は 多い が ， 遠心 力 締固 め コ ン ク リ
ー

ト製品 へ の

適用の 報告は ほ と ん どない 。本報告で は ，市販 の ポ リカ ル ボ ン 酸系高性能減水剤 を用い た遠心力

成形 コ ン ク リ
ー

トの 性 状 をナ フ タ リン 系高性能 減水剤 の それ と比 較 した。そ の 結果 ，本報告 で 用

い た ポ リカ ル ボ ン 酸系高性能減水剤 は，遠心 力成形 コ ン ク リー トへ の 適用が 十分可能で あ る と同

時に ，そ の 製造工 場 にお け る コ ン ク リ
ー

ト洗浄排 水 の COD を低減 で き る こ とが 判 明 した。また ，

超高強度推進管 の 性状 につ い て もそ の 有用性 を明 らか にす る こ とが で きた 。
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ー ド ： 遠心力成形，ポ リカ ル ボ ン 酸系高性能減水剤，COD ，ヒ ュ

ーム 管， 推進管

　 1． は じめに

　近年 ， ポ リカ ル ボ ン 酸系高性能減水剤は ，生

コ ン ク リ
ー

トは もちろん の こ と ，
コ ン ク リ

ー
ト

製品 用の 高強度お よ び 高流動 コ ン ク リ
ー

トや一

般の 振動締固め コ ン ク リー トな ど広 範囲に使用

され ，そ の 有用性 や 効果 に関 して 多く の 報 告 が

な され て い る が
t）− 3）

， 遠 心 力成形 コ ン ク リー ト

製品に 適用 し た報告は ほ とん ど見 られない
4）、

遠心 力成 形 コ ン ク リ
ー

トで は
一

般 的 に ナ フ タ リ

ン 系高性能減水剤が 使用 され て い る が
s）6）， こ

の 場合，工 場排水か ら検出され る COD （化学的

酸素要求 量 ）が 高い た め， 排水規制基準が 厳 し

い 地 域 では ， ナ フ タ リ ン 系高性能減水剤 は 高

強度製品な ど の
一

部の 製品 に の み 使用 されて い

る の が現 状で あ る 。

　本報告 で は ，市販 の 2 種類 の ポ リカ ル ボ ン 酸

系高性能減水剤 を用い た ヒ ュ
ー ム 管に 使用す る

コ ン ク リ
ー

トの 各種 性状お よび 遠心力成形 工 場

で 作製 し た ヒ ュ
ーム 管 の 性状｛遠 心 力成形 中に

搾 り出 された ス ラ リ
ー （以 下 ノ ロ 水 と略す） の

COD を含む ｝に つ い て ，ナ フ タ リ ン 系高性能減

水 剤 を用 い た場 合 と比較検討 を行 っ た。さらに ，

ポ リカ ル ボ ン 酸系高性能減水剤 を用い た超高強

度推進管の 配合に つ い て も報告す る。

表一1　 実験水準および概要
一

一1 　　　　水 1の 種　ゐ　 心 力　 形 コ ン クリ
ー

トの 　 固

めおよび性状におよぼす影　 （ 験室 にて実施）

J【SA1136 に 　っ て作 　した　心 　 　形 コ ン クリ
ートの フレッシ ュ およ　硬化 コ ン ク

リ
ー

トの性状　高 性能減　剤の程 類により比較

験
一2 　 　 　

9
水 1の 種類 力　 心 力成 形 コ ン クリ

ー
トの　 固

め および性 状 に およ ぼす影　（製造工 場に て 実施）

工 場　　ライン を　用 した
噛

心 力　 形 コ ン クリートの フレ ッシュおよ　硬化 コ ン クリート

の 性状を高性能減水剤の 種類に よ り比 較
一3 工場 　 水 中のCOD の 　討 工 　　 遣ライン　 　用 し．　 レーン

’
よ　ポ リカル ボ ン　，、　 　　 水 KP −1）添 加

の 遠心 力 成形 コ ンクリ
ー

トを　れ　れ1日間 製造 した時 の 工 　 　水 の COD 比較
一4COD に

黜
よ1　 ’

水 1の 種 　 の 影 フ ロ ーを
一

　 としたモ ル タル に よる
鹽

水 1の 　 類 力 COD に お よ1　 影
一5 　　強　　

’
　 へ の ボ

1丿力 ル ボ ン　，、　 能
驢
水 1

の適 用

ボ リカ ル ボ ン 　 、　　能
’
　　 1と　強 　混和 　を併用 し，W ／ B 　　化 した 目標 強

度90N ／mm2 の 配 合 の 検 討
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2， 実験水準お よび概要

　本報告 に お け る 実験水準 とそ の 概要 は 表
一1

に 示 す通 り で あ る 。

表一2　骨材試験結果

骨材 の 種 類 粗粒率 密度 （ 。 m3 ） 吸 水 率 （％ ）

細骨材 2，79 2，64 1．35
粗骨 材 6．56 2．70 0．53

　2，1　実験一1　高性能減 水剤の 種類が遠心 力

成形 コ ン ク リ
ー

トの 締固め および性状 に およぼ

す影響 （実験室に て 実施）

　　（1）使用材料および コ ン クリー
ト配合

　セ メ ン トは普通 ボ ル トラ ン ドセ メ ン ト （3 銘

柄等量混 合） を使用 した。細骨材 は大 井川 ［日河

川砂，粗骨材 は青梅産砕石 2005 を用 い ，それ ら

の 試験結果を表一2 に示す。膨張材 は カ ル シ ウム

サ ル フ ォ ア ル ミネー
ト系 の 市販 品 を ， 高性 能

減水剤は ナ フ タ リ ン 系 市販 品 （N −D お よび ポ

リカル ボ ン酸系には 2 種類の 市販 品 P−1 （主成

分 ： ポ リカ ル ボ ン 酸 イ ミ ド化合物） と P−2 （主

成分 ： ポ リカ ル ボ ン 酸 工
一

テ ル 系） を用 い た 。

　 コ ン ク リ
ー

ト配合は 表一3 に示す ヒ ュ
ーム 管

配合で ，目標 ス ラ ン プ は 7± 2cm
， 目標 空気量

は 2 ± 1％ とした 。 高性能減水剤 は 結合材 B （セ

メ ン ト＋膨 張材） に 対 し て 各 々 所要 の ス ラ ン プ

が得 られ る 添加 率 と し た。

　　（2） 遠心力成形条件お よび蒸 気養生条件

　遠心力成形供試体は型枠 内に所要 量 の コ ン ク

リ
ー

トを投入 し， 表一4 の 条件 で 合計 95 分間遠

心力 成形 を行 っ て作製 した。

表一3　示 方配 合

種類
単位 量 （kg／ m3 ）　　 高性 能減 水剤W ／B

（％ ）

s ／a

（％ ） WC 膨 張材 SG 　 種類 （BX ％ ）

（N−1） 090
高性能減水剤 4045375508001002 （P−1） 0．55170192

（P
−2） O．55

プ レ
ー

ン 45．2 774969 　　
一 一

表一4　遠 心 力成 形 条件

表一5　実験項 目および試験 方法

邑　 項 目 酉　　 　　 ｝

ス ランプ試験 J【SAIIO1・経 時 　化 （静置 方 法ノ20
°
C、直後，20分）

試 JlSA1128r 上 力り　
’

の み

圧 縮強度
JlSAl108：．　　 生 （　 卩1、7．14日〆20°C．60％ RH ．中　　）
　　 　　 標準養 生 （材 齢7、14日）

膨 張 試 験
JISA5202．・　　　 2B｝　：　　　　　　　 20C 　50± 5％ RH ＿丗

　　 　　 　 　　 　　 材齢1、3．7，28日

ノロ 水 中の

COD 測定

』 SKOIO2 ：中空 円箇形供試体か ら排 出されたノロ 水を同
一

希釈条件 で 測定した．

表一6　膨張率試験結果

　高性 能

減 水剤種類

膨 張率 試験 結 果 （xID
−6

）

材齢 1日 材齢3 日 材 齢7 日 材 齢 14 日

（N − 1 ） 470414341252
（P
− 1 ） 457409338251

（P − 2） 450399322237

表一7 フ レッ シュ コ ンクリートおよ び圧縮強度試験結果

高性能減水剤 圧 縮強度　 （N ／ mm ）ス ラン

（cm ＞

刄
；

種 類

空 気量

（％ ）

C．T

（℃ 〉

吾ロ　　 言　　〔φ10x20cm ）
亀

心 供試 体
・
　 （φ10x20cm添 加率

（B × ％ 0分 20分 1日 7 日 14 日 14 日 7 日 14 日

（N − 1 ） 0．908 ．55 ．02 、32141 ．751 ，255 ．2 58．9 49．455 ．6
（P − 1） 0．558 ．56 ．02 ．12142252 ．956 ．8 60．4 51．758 ．2
P − 20 ，558 ．56 ，01 ．92140 ．951 ．655 ．1 58．3 51．758 ．1

表一8 遠 心 力成 形 供 試 体か ら排水 したノロスラッジ の COD 試験結果

咼
・
　 　 　 1

種類
添 口率

（BX ％ ）

ス ランプ

（cm ）

空 気量

（％ ）

排出 ノロ 畳
判

　（kg／m3 ＞

供試体内面 未締り
掌2

　ペー
ス ト厚（mm ）

希釈水のCO ガ
3

　 （mg ／ L ）

N − 10 ．908 ，52 ．3 44 2 25（12）
P − 10 ．558 ．52 ．1 42 1 15（2）
P − 20 ．558 ．51 ．9 43 2 18（5）

一 8．01 ．5 44 2 13（ 0）
＊ 1 排出ノロ 量は遠心力供試体3本から排出したノロ 量をコ ンクリート1m に換算した値を示す 。

＊ 2 供試 体 内 面未 締 りペ ー
ス ト厚は 排出されずに 残っ た 内面 の 軟 らか い 部分 をノギス で 4 ヶ 所測 定 した平 均 値。

＊ 3 ノロ水の GODO 内 は．高性能 減 水剤 無 添加 ノロ 水 の COD との 差を示 す。
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　蒸気養生は ， 前養生 20℃ で 5 時 間→ 昇温速

度 20℃1hr→ 最高温 度 70℃保持 4 時 間→ 蒸気 停

止 後 自然 冷却の 工 程 と した 。

　 （3）実験項 目および試験方法

　表一5 に 実験項 目お よび試 験方法 を示 す。

　ノ ロ 水 の 採取方 法 は ， 遠心 力成形 終了後型枠

を傾 けて採取 した。COD の 測定は ノ ロ 水 の 固形

分を測定 し ， それ ぞ れ の 試料を水 に 対 し同
一

希

釈率（40 倍）に 調 整 し測定 し た
。

　 （4＞実験結 果お よび考察

　実験結果 は 表一6
， 表一7 お よび表一8 に 示 す 。

　ポ リカ ル ボ ン 酸系高性能減水剤 P −1 お よび

P−2 の 添加 率は両者 ともナ フ タ リ ン 系の も の の

約 6 割 と少 な い 。い ずれ の 供試 体 にお い て も コ

ン ク リー トの 強度発 現性 は， 3 種類の 高性能減

水剤 とも同等で あ り， また， 膨 張率に っ い て

も高性能減水剤の 違い は認 め られない。

　供試 体の 遠心 力成形性 に関 し て 見 る と、ポ リ

カ ル ボ ン 酸系 の P−1 お よび P−2 の 供試 体内 面 の

未締 りペ ー
ス ト厚 は ， ナ フ タ リ ン 系 の そ れ と

同様 で あ っ た 。 　 ま た， P−1 と P−2 の ノ ロ ス ラ

ッ ジ水 の COD は ，
ナ フ タ リン 系 の も の よ り著

し く小 さく， 遠心 力成形 脱水 中 の COD の 低 減

効果が認 め られた。

表一9　使用材料

セ メン ト 普通ボル トラン ドセ メン ト 密度 ：3．16（／cm3 ）

細骨材 砕砂 表　　 ：2．65（／cm3 ）

粗 骨材 砕 石 （2005） 表乾 密度 ；2．65（ cm3 ）

高性 能 減 水剤
ナ フタレン 系 （N−1） 密度 ：122（／。 m3 ）

ポリカルボン 酸系 〔P−1＞ 105 （／cm3

表一10　 コ ン ク リ
ー

ト配 合

管種
（kg／m3 ） 混和剤W ／C

（％ ）

s ／a

（％ ） WCSG 種類 （Cx ％ ）

50N3944 τ84470742962N
− 1tOO

P− 1O ．60

表一11 実験項 目および試験方法

試験項 目 試験方法

ス ランプ試験 JIS　A1101

空気量試験 JIS　A4128

圧 縮強度試験 JIS　A1108

製品外圧試験 （ひ び割れ荷重 ） JIS　 A53フ2 付属書2

遠心力成形性 貫入抵抗及び成型時間

　 701

　601

　 50

  ゜

1樋
301

唄201

　 101

　 01

　　 0 　　2．5　　5

1
7．5　　　　10　　　12．5　　　 15　　　17．5

経過 時間 〔hr）

図・1　蒸気養生条件

　2．2　実験 一2　高性 能減水 剤 の 種類が 遠心 力

成形 コ ン ク リ
ー

トの 締固め および性状 に およ ぼ

す影響 （製造工 場にて実施）

　ポ リカ ル ボ ン酸系高性能減水剤 P−1 とナ フ タ

リン 系 の N −1 を用 い た ヒ ュ
ーム 管 （下水道推進

工法用鉄筋 コ ン ク リ
ー

ト管 1種 ， 以下推進管 1

種 と略す）を製造ライ ン にてそ れ ぞれ成形 し，

高性能減水剤 の 違い に よる推進管 1種 の 性状

（成形性や強度な ど） を調査 し た，

（1） 使用材料および コ ン ク リー ト配 合

　使 用 材料 お よび コ ン ク リ
ー

ト配合 は ， 表・9

お よび 表一10 に示 す 。

（2） 実験項 目および蒸気養生条件

　実験項 目お よび蒸気養 生条件を表一11お よび

表一12　 フレッシュ コ ン クリ
ー

トの性状と製品 ひび割れ荷重試験結果

生方法 ：製品同一養生
掌

管種

設計

ス ラン プ

（cm ）

設計

空気量

（％ 〉

高性能減 水剤 ス ラン プ（cm ） 製品ひび割れ荷重 （kN ／m ）
“

空気量

（％ ）

φ10x20cm
甲

圧　（N／mm2 ） 規 格 荷重 　　 　 　　 試 験 荷重

種 類 （BX96） 直後　 30分 材齢 21日

50N7 圭 22 ± 1N
−11 、08 ．5　　 4．82 ．9 52．8

　 　 　 　 　 　 41．241
．4 （ひび割れ発生なし）

P−10 ．67 ．0　　 492 ．9 54．3 414 （ひび割れ発生なし）
＊ 1　　 mP

『
「 國

＊ 2 φ10x20cm ：製 品と同
一
養生したテ ストピース の 圧縮強度値

＊ 3 外圧荷重試験 （製品 ひ び割れ 荷重）：ひび割れ荷重 値に有効 長Lを乗 じた値まで 管体 に荷重を加え，管体 に幅O．05mm を

　 　超えるひ び割れの 状態を調べ る。

一 223 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan Concrete Institute 

NII-Electronic Library Service 

Japan 　 Conorete エnstitute

図一1に 示す通 り で あ る。

なお ， コ ン ク リ
ー

トの 遠心力成形性 はテ ン シ

ョ ン ゲージ（φ6mm ，加 圧力 10　kg）を用い ， 2 層

に分 けて 打ち込まれ た コ ン ク リー トの 各層の 高

速回 転終了後， そ れ ぞ れ の 層 の 貫入 抵 抗値 を

測 定 す る 方 法 に よ っ た 。 貫 入 抵 抗 値 が

3．46N1  2
（10　kg÷ 28．3mm2）に達す れ ば締 固 め

が十 分で ある と判断 した。

（3）実験結果および考察

a）フ レ ッ シ ュ コ ン ク リー ト性 状， 製品 外圧 ひ

び割れ荷重 および圧縮強度

　高性能減水剤 P4 お よ び N −1 を使用 し た推進

管 1種 用 コ ン ク リ
ー

トの フ レ ッ シ ュ 性状お よび

供試体 の 圧 縮強度， さらに ， 製造 ライ ン で 作

製 した製品の ひ び 割れ 荷重実験 の 結果 を表一12

に示す 、なお ，
一

連 の 実験は， 気 温 28℃ 下 で

行われ た 。 表一12 か ら，　 高性能減水剤 P ・1お よ

び N −1 とも製 品 ひ び割れ 荷重規 格 を満 足 し
，

供試体 の 圧縮強度 は
， 両者 と も 50N ！mm2 を超

え て い る。

b）遠心 力成形 性（締固め性）

　ナ フ タ リン 系の N −1を添加 した場合 の 1層 と

2 層 の 貫入抵抗値が 3，46N ／mm2 にそれ ぞれ 達す

る時間 の 合計 （成形 時間〉は 75 分で あ っ た 。

一

方，　 ポ リカ ル ボ ン 酸系高性能減水剤 P・1 を用

い た場合 は 70 分で あり， 遠心 力成形 の 工 程時

間を 5 分短縮す る こ とが 可能 とな っ た 。

　2．3　実験一3　製造工 場排水中 の COD 測定

　 （1）実験条件

　…
般 にナ フ タ リ ン 系高性 能減水剤 を使 用 した

遠 心 力 成 形 コ ン ク リー ト工 場 か らの 排 水 は

COD の 値が高 くなる傾向が ある。

　そ こ で ，ポ リカ ル ボ ン 酸系（P−1）配合 コ ン ク リ

ー
トに よる ヒ ュ

ーム管製造工場の 排水 とプ レ
ー

ン コ ン ク リ
ー

トの そ れ を比 較す るた め に，
一

日 目は配合の 種類 （管種） に 関係 な く，　 P−1

を B × 0．45％とした。翌二 日目は 同 じ条件下で，

す べ てプ レ
ー

ン コ ン ク リ
ー

トで製造 した。

表一13 使 用材料

セメント　　　 普通ボルトランドセメント 密度 ：3．15〔”cm3｝

紹屑材　　　　　　 砕砂 表乾鶴 ，26。 （ c繭

糧 材　 　 　　 砕石（2005 ） 表乾密度：2．60　 Gm3 ）

膨張材　　カルシウムサルフォァルミネート系 密度：2．94 〔ピcm3 ）

高性能減水剤　　　ポリカルボン酸系（P−1） 密度・1D5 〔91cm3）

表一14　 コ ン ク リ
ー

ト配合例

種 類
単 位 量 （  ／ m3 ） 高性能減水剤W 〆B

（％ ）

s ／a

〔％ 〕 WC 膨 張 材 SG 種 類 （BX ％ 〕

高性 能減 水 剤 348 165432 811913 〔P
一
の O．45

ブレ
ー

ン 39、4471B7
437858B5 一 一

ト一リ．ク並ン一
…

』
一

壷

一
レ

皿一
F

一．
＋．「

餌

181614
刻時

12

121086420（
」

＼
 

E）
OOO

108
．．
1一

図一2　工 場稼働時間の排水 COD の 推移

製造工 場の 排水 を運転稼動時か ら約 1 時 間 ご と

に採取 し
， そ の COD を測定 し た 。実験 に使用

し た材料 と コ ン ク リー ト配 合 の
一

部を表一13 と

表一14 に 示 した。

　なお ，　 COD の 規制値 は各地方 自治体 で 異な

るが ，当工 場の 規制値は 15mg ／L 以下で 管理す

る こ とを地 方 自治体 と締結 して い る。

（2） 実験結果お よび考察

　ポ リカ ル ボ ン酸系高性能減水剤 P−1 を用 い た

コ ン ク リー トの 排水の COD とプ レ
ー

ン コ ン ク

リ
ー

トの それ を同
一

時刻 で 示 した結果を 図一2 に

示す 。
ヒ ュ

ーム 管製造 ライ ン の 運 転状 況 に よ り，

同時刻 の 排水 中の COD には 若干 の 変動 は ある

が
，

P−1 を使用 し た 日 と使用 しない 日 （プ レ ー

ン ）にお ける COD の 違 い は ほぼ 同程度 で ある

こ とが確認 で きた 。

　2．4 実験一4　排水の COD に およぼす高性能

減水剤の種類の影響

　 （1）使用材料およびモ ル タル 配合

　使 用材料 は実験一1 と同様で ある。高性能減水

剤は
，

ポ リカ ル ボ ン 酸系の P−1お よび P−2 の ほ
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か に P−3（ポ リカ ル ボ ン 酸系化 合物），さらに ，他

の 成分 と し て メ ラ ミ ン 系お よび リグニ ン 系 の 減

水剤 を用 い た。 モ ル タル の 配 合は，流動 性 を考

慮 して ， ヒ ュ
ーム 管配 合 の 砂利 を取 り除 い た

W ！C ＝ 33％， CIS＝111．43 で ある。各種減水斉1」の

添加率は ，同
一フ ロ

ー （200± 5mm ）が 得 られ

るよ うに調整 し た。

　 （2）実験方法

a） 練 ．ヒが り直後 の モ ル タ ル 50eg を採取 し ，

モ ル タル と等量 の 精製水で 希釈混 合 した。

b） 2 時間 静置後 ，
モ ル タ ル 上 澄水 を採 取 し ，

精製水 で 5 倍希釈 して試料 と した．

c） COD の 測 定は表一5 に示す方法 とした。

　　（3）実験結果および考察

　 表 一15 に示 す 実験結果 か ら明 ら か な よ う に
，

い ずれ の ポ リカ ル ボ ン 酸系高性 能 減水剤 もそ の

COD は
，

ナ フ タ リ ン 系 ，
メ ラ ミ ン 系 お よび リ

グ ニ ン 系の そ れ よ り低 い 値 で ある。こ の こ とは，

ポ リカ ル ボ ン 酸系高性能減水剤 の 主成分 の 違 い

や減水性能 の 違い によ る同
一

フ ロ
ー

を得 るた め

の セ メ ン トに対す る添加量 （有効成分量）の 差

に因 る も の と推察 される。また，ポ リカ ル ボ ン

酸系高性能減水剤 の 中で も種類 に よ り COD 値

に差が表れ る 。

　2．5　実験一5　超高強度推進管 （目標強度 90N

！mm2 ）配合 へ の ポリカ ル ボ ン 酸系高性能減水剤

の 適 用

　 （D 使用材料

　セ メ ン トは A 社製 を使 用 し，表一9 に示 す使用

材 料に 加 え，高強 度混 和材 （エ トリ ン ガイ ト系，

密度 2．791cm3 ）を使用 し た。

　 （2） コ ン ク リ
ー ト配合および練混 ぜ

　表一17 に示す配 合 の コ ン ク リ
ー

トを二 軸強制

表一15　減水剤の 種 類 による COD 値測定結果
曁
　 7

陶．
添加

’
COD

（m 　 L 〕

　 ノ　　　 ，
との 差 （m ／L＞

1 混 和剤無添 加
一 7 一

2 ボ リカ ル’・ン 酸系（P一著） CxO ．40％ 8 1
3 ポ リカ ルポ ン 酸 系 （P− 2） CxO40 ％ 12 5
4 ’・リカ ル ’・ン　 系 （P − 3） CxO ．45％ 13 6
5 ナ フタレン系 （N−1） CxO65 ％ 20 13
6 メラ ミ

ン 系 GXO ．85％ 1δ 9
7 リグ ニ ン 系 Cx110 ％ 30 23

表一16　実験項目と試験方法

実験項 目 試験方 法

ス ラン プ試験 JIS　 A1101

空気量試験 J監SA1128

圧 縮強度試 験 JIS　 A1108（材 齢1，7，21日 ）

供試 体 養 生 条 件 蒸 気 養生 後20℃．60％ R．H ，気 中養 生

一
80

i　 60
：ρ
1
極401

唄
20

0
　 0 5　　　　　 10　　　　　15

　 　 経 過時 間 （hr）

図一3　蒸気養生条件

20

ミキサ （容量 55L） を用 い
， 砂 ，セ メ ン トお よ

び 高強度用混和材 を投入後 10秒間空練 りを行

い ，水 と高性能減水剤 を投入 し 3 分 間，　さらに，

粗骨材 を加 えた 後 2分間 の 練混ぜ を行 っ た。

　 （3）蒸気養生条件

　蒸気養 生 方 法を 図一3 に 示す よ うに ， 前置 き

時間を 7 時間 と し， 17℃1hrで 70℃まで昇温 さ

せ こ れ を 4 時間保 持 し蒸気 を停止 した。　 降温

は 3℃！hrで 18時間後 に供試体を脱型 し， そ の

後気 中養生 （20℃，R．H ．60％以上） と し た 。

　　（4）　実験 項 目お よび試験方法

　実験項 目お よび試験方法を表一16 に 示 す。

　 （5）実験結果お よび考察

　実験結果は 表一17 に示す 通 りで ある。

表一17 高 強度 推 進 管配 合 および試験 結果

Nα メン 　W ／Bs ／a 単 位量 （kg／ m ） ス ラン　（cm ） 圧 縮強度 （N／mm ）／ 材齢

銘柄　（％ ） （％ ） WC 　 高強 度 混和材 S
卓1G

高性能 減水 剤

P−1（Bx ％ ） 直後 15分後

空気量

（％ 〉

C．T
（℃ ） 1 日 7日 21日

26．040143500 　　　 50 70010491 ．45％ 6．55 ．51 、92291 ．197 ．598 β1
　

2
　

3A
社 28042143460 　 　　 50 74710341 ．5〔脱 8，57 ．52 、D2282 ．193 ．5977

3D．044150450 　　 　 50 7799941 ．3〔跳 9．59 ．o2 ．22280 ．890 ．O93 ．8
スラン　 ；8士 2cm 、 2± 1 ％

＊ 1 粗 骨材最大寸 法15mm
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　本実験に用 い た使 用 材料で 良好な ワーカ ビ リ

テ ィ
ー

の コ ン ク リ
ー

トが得 られ た。 ス ラ ン プ保

持性は， 練上 が り直後 で 6．5cm か ら 9．5。 m と固

練 りの コ ン ク リ
ー

トで あ るが ，15 分後 の ス ラ ン

プ ロ ス が 1．Ocm か ら 05cm とス ラ ン プ ロ ス が非

常 に少 ない ．単位水量が小 さい 配 合で あるに も

か か わ らず，ポ リ カ ル ボ ン 酸系高性能減 水剤

P−1 の ス ラ ン プ保持性 は良好 で ある こ とが確認

で きた。

　圧 縮強度に つ い て 見れ ば， す べ て の 実験配

合お い て，　 材齢 7 日で 目標強度が得 られ て い

る。さらに， 強度発現 性 は， 材齢 1 日で 7 日

強度の 90％程度を示 し
，

また
， 材齢 21 日 で は

材 齢 7 日か ら の 強度増進 が小 さ い 傾向を示 して

い る。　 こ の こ とは ，
エ トリ ン ガイ ト系高強度

混和材 の 蒸気養生 に お ける強度発 現促進効果 に

よる もの と考え られ る 。

　 3．ま とめ

　本報 告 で は
，

市販 の ポ リカ ル ボン 酸系高性

能減水剤 を用 い た遠心 力成形 コ ン ク リ
ー

トの 基

本 的な性状， 製造 ライ ン に お ける成形性お よ

び 遠心 成形 に よ り脱 水 され る ノ ロ 水 の COD ，

工 場排水 の COD に つ い て， ナ フ タ リン 系 高性

能減水剤 と比 較 し た。　 さらに
，

ポ リカ ル ボ ン

酸 系高 性 能 減 水剤 P−1 使 用 の 超 高強 度推進 管

90N！mm 　
2
配 合 の 驍 に っ い て も検討 した 。 以 下

に それ らの 結果 を要約する。

（1）本 実験で 用 い たポ リカ ル ボ ン 酸系高性能減

水 剤 P−1 お よび P−2 は
， それを用い た コ ン ク リ

ー
トの 性 状お よび遠心 力成形性 の 結果 か ら ， 従

来 の ナ フ タ リ ン 系の もの に 代わ っ て 遠心 力成形

コ ン ク リー トに 十分適 用 で き る と考え られ る。

（2）本実験で 取 上 げた ポ リカ ル ボ ン 酸系高性 能

減水剤 を使用 した コ ン ク リ
ー

トの 排水 の COD

は
，

ナ フ タ リ ン 系減 水剤 の そ れ よ り著 し く小

さ く， 排 水規制や環境問題な どを考慮す る と，

ポ リカ ル ボ ン 酸系， 特 に， P−1 は遠心 力成形

コ ン ク リー ト製品用 に 有用 で ある と考えられ る。

（3）ス ラ ン プ ロ ス の 少な い ポ リカ ル ボ ン 酸系高

性能減水剤 P −1 とエ トリ ン ガ イ ド系 高強度混和

材 の 併用に よ り超高強度推進 管の 開発が 可能で

ある と考え られる。

　今後 の 検討項 目と し て は ， ヒ ュ
ーム 管用 に開

発 した 90N ！mmZ 超 高強 度推進 管配 合 の 製造 ラ

イ ン を使 用 した 実験 を実施す る と共 に ， さ ら

に， 各 種 の 遠心 力成形 コ ン ク リ
ー

ト製品の 性

状や成形性の 長期間にお ける調査が 必要で ある。

　謝辞 ：本実験 を行 うに際 し， 多大 な ご協力お

よ び ご指導を 戴 い た藤村 ヒ ュ
ーム 管株 式会社

館林工 場 　梅田技術課長な らび に 中川 ヒ ュ
ーム

管工 業株式 会社　土浦 工 場　 湯原 工場 長，さ ら

に ， 電 気化学上 業株式 会 社の 諸氏 に深 く感 謝 の

意 を表 します。
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